
　

2004年

No.518

　平成15年度鏡石中学校の卒業式が、３

月12日（金）に行われ、男子69名、女子66

名の計135名が、思い出深い学び舎をあと

にしました。

今月の内容
d2・3 16年度予算決まる

d4 新年度の主要事業

d5 町職員人事

d6・7 新行政組織がスタート

祝　中学校卒業

諸
根
正
光
さ
ん
が
推
選
入
賞

＝
２
０
０
４
か
が
み
い
し
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
＝

マイタウンニュース

　

３
月
23
日（
火
）、
午
後
４
時

か
ら
町
役
場
第
一
会
議
室
に
お
い

て
、
２
０
０
４
か
が
み
い
し
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
も「
か
が
み
い
し
の
四
季
」

を
テ
ー
マ
に
、
県
内
外
か
ら

１
５
８
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
推
選
に

諸
根
正
光
さ
ん
の
作
品「
ア
ヤ
メ

の
中
で
」が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
作
品
に
つ
き
ま
し

て
は
、
４
月
29
日（
木
）か
ら
５
月

９
日（
日
）ま
で
町
図
書
館
に
お
い

て
展
示
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。　
　
（
敬
称
略
）

推
選　

諸
根
正
光（
須
賀
川
市
）

特
選　

佐
藤　

弘（
西
郷
村
）

　
　
　

鈴
木
隆
二（
鏡
石
町
）

　
　
　

森
尾
一
富（
鏡
石
町
）

入
選　

佐
藤　

森（
郡
山
市
）

　
　
　

橋
本　

保（
鏡
石
町
）

　
　
　

伊
藤
松
男（
郡
山
市
）

　
　
　

橋
本
欣
也（
鏡
石
町
）

　
　
　

伊
東
新
一（
伊
達
町
）

佳
作　

佐
藤　

修（
須
賀
川
市
）

　
　
　

丹
野　

孝（
い
わ
き
市
）

　
　
　

熊
田
行
雄（
鏡
石
町
）

　
　
　

佐
浦
元
泰（
鏡
石
町
）

　
　
　

佐
々
木
正
志（
郡
山
市
）

努
力
賞

　
　
　

鈴
木
孝
一（
三
春
町
）

　
　
　

安
部　

博（
福
島
市
）

　
　
　

菅
野
勝
明（
川
俣
町
）

　
　
　

関
根
松
美（
須
賀
川
市
）

　
　
　

内
山
英
雄（
鏡
石
町
）

　
　
　

高
林
敏
夫（
鏡
石
町
）

　
　
　

円
谷
多
一（
鏡
石
町
）

　
　
　

十
文
字
国
勝（
須
賀
川
市
）

　
　
　

佐
藤
義
和（
鏡
石
町
）

　
　
　

北
見
満
枝（
鏡
石
町
）

�
問
い
合
わ
せ
先

　

町
産
業
課　

�
62｜

２
１
１
８

　

町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
が
主
催

す
る「
男
の
料
理
教
室
」が
、
３
月

１
日
か
ら
22
日
ま
で
の
毎
週
月
曜

日
、
午
後
７
時
か
ら
町
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

料
理
教
室
に
は
、
20
代
か
ら

80
代
の
男
性
約
20
名
が
参
加
し
、

「
食
彩
工
房
花
の
木
」を
経
営
し
て

い
る
仲
沼
勝
美
さ
ん
か
ら
、
家
庭

で
で
き
る
簡
単
料
理
を
学
び
ま
し

た
。

　

３
月
15
日
に
行
わ
れ
た
、
第

３
回
の
教
室
で
は
、「
甘
酢
あ
ん

か
け
の
肉
ダ
ン
ゴ
」・「
さ
ん
ま
の

つ
み
れ
汁
」・「
鮭
と
野
菜
の
ク

リ
ー
ム
煮
」の
３
品
を
作
り
ま
し
た
。

　

普
段
着
慣
れ
な
い
エ
プ
ロ
ン
を

身
に
付
け
た
参
加
者
は
、
テ
キ
ス

ト
を
見
た
り
、
仲
沼
さ
ん
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
た
り
し
な
が
ら
、
食

材
へ
の
熱
の
加
え
方
や
魚
の
お
ろ

し
方
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

プ
ロ
顔
負
け
の
腕
前
目
指
し

＝
男
の
料
理
教
室
＝

入
所
者
の
た
め
に
草
む
し
り

　
　
　
＝
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
＝

　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
３
月
17
日（
水
）
午
前
９
時

か
ら
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鏡

石
ホ
ー
ム
を
訪
れ
、
除
草
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
33
名
の
会
員
の
方
が

参
加
し
、
約
２
時
間
に
わ
た
っ
て

玄
関
前
の
花
壇
や
建
物
周
辺
の
雑

草
を
と
り
、
周
辺
の
環
境
美
化
に

努
め
ま
し
た
。

　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

44

会員のみなさんお疲れさまでした

見事な包丁さばき

諸根さんの作品「アヤメの中で」
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地方交付税 
1,097,000 
（26.3％） 

繰入金 
322,524 
（7.7％） 

その他 
（7.4％） 

国庫支出金 
177,831（4.3％） 

県支出金 
138,012 （3.3％） 

諸収入　　　　　　　113,400 
繰越金　　　　　　　50,000 
分担金及び負担金　　78,169 
使用料及び手数料　　62,105 
財産収入　　　　　　　3,278 
寄付金　　　　　　　　　　1 

町債 
567,000 

（13.6％） 

町税 
 1,249,949 
（29.9％） 

地方譲与税　　　　　　 119,129 
利子割交付金　　　　　　12,000 
地方消費税交付金　　　　106,000 
自動車取得税交付金　　　33,000 
地方特例交付金　　　　　38,000 
交通安全対策特別交付金　　2,600 
配当割交付金　　　　　　　　　1 
株式等譲渡所得割交付金　　　　１ 

歳　出 
4,170,000

（7.5％） 

歳　入 

4,170,000教育費 
520,669 
（12.5％） 

衛生費 
273,704 
（6.6％） 

労働費 
5,946 

（0.1％） 

総務費 
551,529 

（13.2％） 

公債費 
894,956 

（21.5％） 

農林水産業費 
307,435（7.4％） 

災害復旧費 
4（0.0％） 

予備費11,041（0.2％） 
議会費　91,053（2.2％） 

消防費 
197,084 
（4.7％） 

商工費 
98,597（2.4％） 

土木費 
475,219 

（11.4％） 

民生費 
742,763 

（17.8％） 

　 　 　 　 　
　

　

自
主
財
源（
45
・
０
％
）

広報かがみいし　平成16年４月号 広報かがみいし　平成16年４月号

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
長
引
く
景

気
の
低
迷
に
よ
り
町
民
税
な
ど
の

減
収
が
予
想
さ
れ
、
地
方
交
付
税

は
国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り

大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

た
め
将
来
の
財
政
負
担
を
考
慮
し
、

適
正
な
起
債
枠
を
確
保
し
な
が
ら
、

基
金
を
取
崩
す
な
ど
し
て
財
源
を

確
保
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
面
に
つ
い
て
は
、

中
期
財
政
計
画
並
び
に
行
財
政
改

革
実
施
計
画
書
に
よ
り
徹
底
し
た

事
務
事
業
の
見
直
し
を
は
じ
め
、

第
４
次
総
合
計
画
の
推
進
を
図
る

べ
く
配
慮
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
重
点
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
南
部
第
１
工
業
団
地
へ
の
企

業
誘
致
を
は
じ
め
、
上
水
道
第
４

次
拡
張
事
業
、公
共
下
水
道
事
業
、

地
域
戦
略
プ
ラ
ン
事
業
、
道
路
整

備
事
業
な
ど
町
の
将
来
を
見
据
え

た
基
盤
づ
く
り
と
、
地
域
コ
ミ
ュ

成
14
年
度
に
策
定
さ
れ
た「
第
２

次
行
政
改
革
大
綱
」を
基
に
検
討

を
重
ね
て
参
り
ま
し
た「
行
財
政

実
施
計
画
」が
、
こ
の
度
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
今
定
例
議
会
に
、
実

施
計
画
を
進
め
る
た
め
、
課
の
一

部
を
統
合
し
た
う
え
係
制
を
廃
止

し
、
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入
な
ど
を

提
案
い
た
し
ま
し
た
。
毎
年
、
実

施
計
画
を
徹
底
検
証
し
効
率
性
の

高
い
行
財
政
運
営
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

　

平
成
16
年
度
の
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て
は
、
３
年
目
と
な
る
第

４
次
総
合
計
画
の
基
本
理
念
で

あ
る「
共
に
生
き
、
共
に
つ
く
る
、

牧
場
の
朝
の
ま
ち
、
鏡
石
」の
実

現
に
向
け
、「
快
適
空
間
づ
く
り
」、

「
元
気
づ
く
り
」、「
活
力
づ
く
り
」、

「
人
づ
く
り
」、「
地
域
づ
く
り
」の

５
つ
の
柱
を
基
軸
に
、
予
算
の
重

点
的
か
つ
効
果
的
な
配
分
に
務
め

ま
し
た
。

　

行
財
政
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
、

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
地
域
住

民
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平

ニ
テ
ィ
育
成
事
業
と
し
て「
旭
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
」を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

駅
東
第
１
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
は
、
国
の
三
位
一
体
改

革
の
影
響
を
受
け
て
先
行
き
が
不

透
明
な
た
め
事
業
の
繰
り
延
べ
を

行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
、
今
年
で

３
回
目
と
な
る「
牧
場
の
朝
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
」や「
ふ
る
さ
と

祭
り
」へ
の
支
援
、
町
の
将
来
を

担
う
人
材
育
成
と
国
際
化
に
向
け

た「
海
外
文
化
学
習
事
業
」や「
児

童
園
児
国
際
化
推
進
事
業
」を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
働

く
若
い
世
代
の
子
育
て
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
各
種
保
健
福
祉

事
業
と
合
わ
せ
、
町
保
育
所
分
園

事
業
、
幼
稚
園
・
保
育
所
で
の
延

長
保
育
を
実
施
し
ま
す
。そ
の
他
、

や
す
ら
ぎ
と
う
る
お
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の「
フ
ロ
ー
ラ

の
ま
ち
づ
く
り
」、
Ｉ
Ｔ
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
情
報
政
策
事
業
な
ど
に
取

り
組
み
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
幸

せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

着
実
に
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
町
村
合
併
に
つ

い
て
は
、
来
年
３
月
に
合
併
特
例

法
の
期
限
が
迫
る
な
か
、当
面
は
、

本
町
の
お
か
れ
て
い
る
地
域
特
性

と
優
位
性
を
最
大
限
に
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、
今

後
も
周
辺
市
町
村
の
動
向
を
見
極

め
、
町
民
の
総
意
の
な
か
で
最
善

の
道
を
選
択
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
総
額
は
41
億
７
千

万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
３

千
万
円（
０
・
７
％
）の
増
額
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
中
に
は
過
去

の
起
債
償
還
分
１
億
７
，
４
５
０

万
円
の
借
換
え
分
が
含
ま
れ
る
た

め
、
そ
れ
を
除
く
と
実
質
的
に
は

39
億
９
，
５
５
０
万
円
で
３
・

５
％
の
減
額
と
な
り
ま
す
。
一
般

会
計
の
歳
入
・
歳
出
の
内
訳
は
上

の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　

歳
入
で
は
、
最
も
大
き
い
割
合

を
占
め
る
町
税（
町
民
税
・
固
定

資
産
税
等
）が
、
景
気
の
低
迷
に

よ
る
減
収
が
予
想
さ
れ
前
年
度
と

比
較
し
て
０
・
１
％
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
が
市
町
村
の
実
情
に

応
じ
て
国
税
の
一
部
を
交
付
す
る

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
も
、
国
の

三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
大
幅
に

削
減
が
予
想
さ
れ
、
前
年
度
と
比

較
し
て
６
・
６
％
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
徹
底
し
た

事
務
事
業
の
見
直
し
を
は
じ
め
、

経
費
の
削
減
を
図
り
ほ
と
ん
ど
の

項
目
で
予
算
が
削
減
さ
れ
ま
し
た

が
、
民
生
費
で
は
、
保
育
所
の
分

園
化
の
た
め
前
年
度
比
13
・
１
％

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
４
回
町
議
会
定
例
会
が
、
３
月
４
日（
木
）か
ら
17
日（
水
）ま
で
の
14
日
間
開
催
さ
れ
、
平
成
16
年
度
の

各
会
計
の
当
初
予
算
な
ど
34
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
今
年
も
健

全
財
政
を
基
本
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
一
般
会
計
と
特
別

会
計
を
合
わ
せ
た
当
初
予
算
の
総
額
は
、
81
億
１
，
４
０
６
万
円（
対
前
年
比
０
・
１
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
新
年
度
の
当
初
予
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

町
長
の
説
明（
要
旨
）

平
成
16
年
度
予
算
決
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
会
計
は

実
質
３
・
５
％
の
減

　町の予算は、一般会計、特別会計、企業会計の３つに分類すること
ができます。
　一般会計は、町行政運営の根幹をなす会計で、福祉や教育、建設な
ど町の事業の大部分をまかなっています。
　特別会計は、特定の事業について一般会計とは切り離し、独立した
経理で行う予算で、町では、老人保健特別会計や国民健康保険特別会
計、公共下水道事業特別会計など９つの特別会計がこれにあたります。
　企業会計は、地方公営企業法の適用を受けるもので、上水道事業会
計が企業会計となります。

町の予算のしくみ

会計区分 本年度 前年度 増減率（％）

一 般 会 計 4,170,000 4,140,000 0.7

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 1,129,343 1,186,844 △ 4.8

老 人 保 健 特 別 会 計 1,094,094 1,142,050 △ 4.2

介 護 保 険 特 別 会 計 429,970 411,227 4.6

土 地 取 得 事 業 特 別 会 計 57,915 58,808 △ 1.5

工 業 団 地 事 業 特 別 会 計 178,005 33,000 439.4

鏡 石 駅 東 第 １ 土 地 区
画 整 理 事 業 特 別 会 計

21,600 72,000 △ 70.0

公共下水道事業特別会計 565,000 634,000 △ 10.9

農業集落排水事業特別会計 65,000 67,400 △ 3.6

育英資金貸付費特別会計 12,182 12,242 △ 0.5

小　　　　　計 7,723,109 7,757,571 △ 0.4

上水道事業会計

収益的 224,598 227,603 △ 1.3

資本的 166,358 121,481 36.9

計 390,956 349,084 12.0

合　　　　　計 8,114,065 8,106,655 0.1

平成16年度各会計当初予算
（単位：千円）

平成16年度　一般会計当初予算内訳　      （単位：千円）
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こ
こ
で
は
、
新
年
度
予
算
の
主

な
事
業
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
町
で
は
、
第
４
次
総
合
計
画

の
基
本
理
念
で
あ
る「
や
す
ら
ぎ
」

と「
う
る
お
い
」の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く

り
の
柱
を
、
５
つ
に
分
け
各
種
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
５
つ
の

柱
に
は
次
の
よ
う
な
主
要
事
業
が

あ
り
ま
す
。

　

緊
急
地
方
道
整
備
事
業
で
は
地

域
生
活
道
路
と
し
て
利
便
性
の
向

上
を
図
る
た
め
高
久
田
一
貫
線
の

改
良
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
処
理
事
業
で
は
、

ご
み
の
減
量
化
推
進
の
た
め
資
源

物
分
別
収
集
の
推
進
や
廃
品
回
収

実
施
団
体
へ
の
助
成
な
ど
を
行
い

ま
す
。

b
駅
東
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業

b
緊
急
地
方
道
整
備
事
業

b
地
方
特
定
道
路
整
備
事
業

b
生
活
関
連
道
路
・
排
水
路
整
備

事
業

b
公
共
下
水
道
事
業

b
上
水
道
第
４
次
拡
張
事
業

b
環
境
美
化
推
進
事
業

b
ご
み
処
理
事
業

　

介
護
保
健
事
業
で
は
、
要
介
護

状
態
に
な
っ
た
時
に
、
住
み
慣
れ

た
環
境
で
、
可
能
な
限
り
自
立
し

た
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
保

健
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
福
祉
事
業
で
は
、

働
く
若
い
世
代
を
支
援
す
る
た
め
、

保
育
所
の
分
園
を
し
、
待
機
児
童

の
解
消
を
図
り
ま
す
。

b
介
護
保
健
事
業

b
健
康
づ
く
り
事
業

b
高
齢
者
福
祉
事
業

b
児
童
福
祉
事
業

b
心
身
障
害
者
福
祉
事
業

　

成
田
地
区
県
営
ほ
場
整
備
事
業

で
は
、
約
38
㌶
の
区
画
整
理
工

事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
農
業
振

興
事
業
で
は
、
果
樹
を
災
害
か
ら

守
る
防
霜
フ
ァ
ン
設
置
事
業
や
、

き
ゅ
う
り
の
防
虫
ネ
ッ
ト
を
導
入

す
る
野
菜
生
産
振
興
事
業
な
ど
を

行
い
ま
す
。

b
農
業
振
興
事
業（
果
樹
野
菜
振

興
事
業
）

b
ほ
場
整
備
推
進
事
業

b
企
業
誘
致
推
進
事
業

b
商
工
観
光
推
進
事
業

b
雇
用
対
策
事
業

　

義
務
教
育
振
興
事
業
で
は
、
外

部
の
専
門
的
知
識
や
技
術
を
持
つ

講
師
を
活
用
し
担
任
と
チ
ー
ム
テ

ィ
ー
チ
ン
グ
方
式
で
授
業
を
展
開

し
、
子
ど
も
達
の
興
味
や
関
心
の

あ
る
授
業
・
保
育
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
教
育
の
充
実
と
し

て
、
共
働
き
の
家
庭
の
増
加
な
ど

保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
延

長
保
育
を
実
施
し
ま
す
。

b
義
務
教
育
振
興
事
業

b
幼
児
教
育
の
充
実

b
生
涯
学
習
の
推
進

　

地
域
安
全
活
動
事
業
で
は
、
駅

周
辺
の
防
犯
対
策
と
環
境
美
化
を

行
う
駅
前
地
区
防
犯
対
策
事
業
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
事

業
で
は
、
地
域
の
活
動
拠
点
づ
く

り
の
た
め
旭
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ

ン
タ
ー
建
設
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

自
治
体
個
性
化
推
進
事
業
で

は
、「
牧
場
の
朝
」Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ

Ｉ
祭
り
や
、
花
を
テ
ー
マ
に
し
た

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
フ
ロ
ー
ラ
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

b
地
域
安
全
活
動
事
業

b
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
事
業

b
行
財
政
改
革
推
進
事
業

b
情
報
政
策
事
業

b
自
治
体
個
性
化
推
進
事
業

b
広
報
広
聴
事
業

h
退
　
職　
　
　

（
３
月
31
日
付
）

b
面
川
博
人（
総
務
課
参
事　

岩
瀬

地
方
町
村
会
派
遣
）　

b
大
木
芳
江

（
上
下
水
道
課
主
任
主
査
兼
総
務
係
長
）

h
復
　
職
　
　
　　
（
３
月
31
日
付
）

b
木
村
勝
美（
都
市
建
設
課
課
長
＝

県
復
職
）　

b
小
山
富
美
夫（
生
涯
学

習
課
＝
天
栄
村
復
職
）

h
異
動
・
昇
格
　
　（
４
月
１
日
付
）

▼
総
務
課

b
総
務
課
付
町
商
工
会
派
遣　

小
林

政
次（
産
業
課
課
長
）　

b
総
務
課
付

町
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
　
幸
田
安

正（
町
民
課
課
長
）　b
総
括
主
幹
兼
総

務
グ
ル
ー
プ
長　

木
賊
正
男（
総
務

課
主
幹
兼
課
長
補
佐
）　

b
企
画
財

政
グ
ル
ー
プ
長　

関
根
邦
夫（
企
画

課
課
長
補
佐
兼
企
画
係
長
）
　

b
主

任
主
査
　
長
谷
川
静
男（
総
務
課
主

任
主
査
兼
行
政
係
長
）　

b
主
任
主

査　

菊
地
勝
弘（
総
務
課
主
任
主
査

兼
財
政
係
長
）　

b
技
査　

倉
田
知

典（
都
市
建
設
課
計
画
係
長
）　

b
主

査　

大
河
原
正
義（
町
民
課
主
査
）　

b
副
主
査　

須
賀
康
弘（
企
画
課
副

主
査
）　

b
副
主
査　

佐
藤
浩
一（
総

務
課
主
事
）　

b
副
主
査　

吉
田
め

ぐ
み（
都
市
建
設
課
主
事
）　

b
主
事

　
北
畠
正
彦（
上
下
水
道
課
主
事
）

▼
税
務
町
民
課

b
課
長　

椎
野
優
偉（
税
務
課
課
長
）

b
総
括
主
幹
兼
町
民
グ
ル
ー
プ
長　

飛
沢
栄
四
郎（
農
業
委
員
会
事
務
局

局
長
）　

b
主
幹
兼
税
務
グ
ル
ー
プ

長　

関
根　

学（
税
務
課
主
幹
兼
課

長
補
佐
）　

b
主
任
主
査　

鈴
木
マ

チ
子（
第
一
小
学
校
主
任
主
査
）　

b

主
任
主
査　

相
楽
信
子（
税
務
課
主

任
主
査
兼
課
税
係
長
）　

b
主
任
主

査　

矢
部
雅
春（
税
務
課
主
任
主
査

兼
収
納
係
長
）　

b
主
査　

斎
藤
則

行（
町
民
課
住
民
係
長
）　

b
主
査　

小
林
誠（
税
務
課
主
査
）　

b
副
主
査

緑
川
憲
一（
総
務
課
副
主
査（
財
）シ

ン
ク
タ
ン
ク
ふ
く
し
ま
派
遣
）　

b

副
主
査　

佐
藤
喜
伸（
税
務
課
副
主

査
）　

b
副
主
査　

影
山
義
記（
町
民

課
副
主
査
）　

b
副
主
査　

常
松
忠

央（
保
健
福
祉
課
主
事
）　

b
副
主
査

灘
山
教
史（
町
民
課
主
事
）b
主
事　

真
壁
美
江
子（
税
務
課
主
事
）　

b
主

事　

佐
久
間
淳
子（
町
民
課
主
事
）

▼
健
康
福
祉
課

b
課
長　

遠
藤
栄
作（
保
健
福
祉
課

課
長
）　

b
主
幹
兼
保
健
師
長
　　

田
美
恵
子（
保
健
福
祉
課
主
幹
兼
保

健
師
長
兼
介
護
保
険
係
長
）　

b
健

康
グ
ル
ー
プ
長　

柳
沼
英
夫（
保
健

福
祉
課
課
長
補
佐
兼
健
康
係
長
）　

b
福
祉
グ
ル
ー
プ
長　

小
貫
正
信

（
産
業
課
主
任
主
査
兼
農
政
係
長
）　

b
主
任
保
健
師　

太
田
多
美
子（
保

健
福
祉
課
主
任
保
健
師
）　

b
主
任

保
健
師　

吉
田
絹
代（
保
健
福
祉
課

主
任
保
健
師
）　

b
主
査　

橋
本
喜

宏（
保
健
福
祉
課
福
祉
係
長
）　

b
副

主
任
管
理
栄
養
士　

渡
辺
広
美（
保

健
福
祉
課
副
主
任
管
理
栄
養
士
）　

b
副
主
査　

森
尾
知
之（
保
健
福
祉

課
副
主
査
）　

b
主
事　

舘
川
佳
典

（
保
健
福
祉
課
主
事
）　

b
主
事　

藤

田
欽
一（
保
健
福
祉
課
主
事
）　

b
主

事　

小
林
洋
一（
保
健
福
祉
課
主
事
）

b
主
事　

角
田
智
晴（
税
務
課
主
事
）

▼
鏡
石
町
児
童
館

b
児
童
厚
生
員　

須
賀
妃
見
子（
鏡

石
幼
稚
園
教
諭
）

▼
鏡
石
保
育
所

b
鏡
石
保
育
所
分
園
主
任
保
育
士
　

桝
田
和
子（
鏡
石
保
育
所
主
任
保
育

士
）　

b
鏡
石
保
育
所
分
園
保
育
士

添
田
裕
香（
鏡
石
保
育
所
保
育
士
）　

b
主
任
調
理
員　

橋
本
陽
男（
鏡
石

保
育
所　

主
任
給
食
員
）

▼
産
業
課

b
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
　

　

田
勝（
企
画
課
課
長
）　

b
総
括
主

幹
兼
農
政
グ
ル
ー
プ
長　

面
川
廣
見

（
産
業
課
ほ
場
整
備
室
長
兼
課
長
補

佐
）　

b
振
興
グ
ル
ー
プ
長　

小
貫

秀
明（
企
画
課
企
業
誘
致
室
長
兼
広

報
係
長
）　

b
主
任
主
査　

根
本
博

（
総
務
課
情
報
政
策
室
長
）　

b
主
査

吉
田
竹
雄（
産
業
課
商
工
係
長
）　

b

主
事
　
渡
辺
光
徳（
企
画
課
主
事
）

▼
都
市
建
設
課

b
参
事
兼
課
長　

新
井
清
司（
議
会

事
務
局
参
事
兼
局
長
）　

b
主
幹
兼

事
業
グ
ル
ー
プ
長　

円
谷
信
行（
都

市
建
設
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
）　

b

都
市
計
画
グ
ル
ー
プ
長
　
吉
田
賢
司

（
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
兼
生
涯
学

習
係
長
）　

b
主
任
主
査　

長
沼
一

（
都
市
建
設
課
主
任
主
査
兼
管
理
係

長
）　

b
主
任
主
査　

角
田
信
洋（
都

市
建
設
課
主
任
主
査
兼
事
業
係
長
）

b
副
主
査　

矢
部
憲
宗（
上
下
水
道

課
副
主
査
）

▼
上
下
水
道
課

b
主
幹
兼
上
水
道
グ
ル
ー
プ
長　

高

原
芳
昭（
上
下
水
道
課
主
幹
兼
課
長

補
佐
兼
上
水
道
係
長
）　

b
下
水
道

グ
ル
ー
プ
長　

揚
妻
清
一（
上
下
水

道
課
課
長
補
佐
）　

b
主
任
技
査　

柳
沼
和
吉（
上
下
水
道
課
主
任
技
査

兼
下
水
道
係
長
）　

b
副
技
査　

小

貫
淳
一（
都
市
建
設
課
副
技
査
）　

b

副
主
査　

根
本
進
一
郎（
総
務
課
副

主
査
）　

b
副
主
査　

河
合
範
幸（
総

務
課
副
主
査
）

▼
農
業
委
員
会
事
務
局

b
事
務
局
長（
産
業
課
長
兼
務
）　　

田
勝（
企
画
課
課
長
）

▼
議
会
事
務
局

b
事
務
局
長　

面
川
武（
生
涯
学
習

課
課
長
）　

b
主
任
主
査　

大
河
原

久
美
子（
議
会
事
務
局
主
任
主
査
兼

庶
務
係
長
）

▼
出
納
室

b
主
任
主
査　

田
代
静
枝（
出
納
室

主
任
主
査
兼
出
納
係
長
）

▼
教
育
課

b
課
長
兼
公
民
館
長　

今
泉
保
行

（
教
育
課
課
長
）　

b
主
幹
兼
教
育
グ

ル
ー
プ
長　

小
貫
忠
男（
教
育
課
主

幹
兼
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
）　

b

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
長　

車
田
光
男

（
町
民
課
課
長
補
佐
兼
国
保
年
金
係

長
）　

b
主
任
主
査　

黒
田
信
子（
生

涯
学
習
課
主
任
主
査
兼
社
会
体
育
係

長
）　

b
主
任
主
査　

岡
部
フ
ミ
子

（
教
育
課
主
任
主
査
兼
学
校
教
育
係

長
）　

b
主
査
　
小
林
友
紀（
保
健
福

祉
課
主
査
）　

b
副
主
査　

根
本
大

志（
総
務
課
副
主
査
人
事
交
流
天
栄

村
派
遣
）　

b
副
主
査　

真
壁
光
司

（
生
涯
学
習
課
副
主
査
）

▼
鏡
石
幼
稚
園

b
副
主
任
教
諭　

面
川
美
華（
鏡
石

保
育
所
副
主
任
保
育
士
）

▼
成
田
幼
稚
園

b
主
任
教
諭　

面
川
晴
子（
鏡
石
児

童
館
主
任
児
童
厚
生
員
）

▼
第
二
小
学
校

b
主
任
調
理
員　

根
本
彰
子（
第
二

小
学
校
主
任
給
食
員
）　

b
主
任
調

理
員　

遠
藤
喜
久
子（
第
二
小
学
校

主
任
給
食
員
）　
b
主
任
調
理
員　

小

貫
郁
子（
第
二
小
学
校
主
任
給
食
員
）

▼
鏡
石
中
学
校

b
主
任
調
理
員　

吉
田
節
子（
鏡
石

中
学
校
主
任
給
食
員
）　

b
主
任
調

理
員　

吉
田
ミ
ネ
子（
鏡
石
中
学
校

主
任
給
食
員
）　

b
主
任
調
理
員　

本
田
憲
一
郎（
鏡
石
中
学
校
主
任
給

食
員
）　

b
副
主
任
調
理
員　

藤
島

礼
子（
鏡
石
中
学
校
副
主
任
給
食
員
）

　
町

職

員

人

事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
称
略
　（
　
）は
旧
所
属

　
都
市
機
能
の
整
備
に

５
億
６
，１
５
０
万
円

　
保
健
福
祉
の
充
実
に

７
億
３
，４
７
５
万
円

　
産
業
の
振
興
・
地
域
整
備
に

１
億
６
，５
２
２
万
円

　
教
育
・
文
化
の
向
上
に

４
，８
７
９
万
円

　
町
民
総
参
加
に７

，８
０
５
万
円

町では、花と緑をテーマにフローラ（花の女神）のまちづくり事業
を推進しています

保育所の０～１歳児は、４月から分園での生活が
始まります

快適空間づくりなど

５つの柱で
まちづくり



広報かがみいし　平成16年４月号

67

グループ制導入など

4月1日
スタート

　
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
合
わ

せ
、
４
月
１
日
か
ら
役
場
の
組
織

が
変
わ
り
ま
し
た
。こ
の
改
編
は
、

社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
行

政
の
ス
リ
ム
化
を
は
じ
め
住
民
福

祉
の
向
上
に
向
け
た
も
の
で
、
課

の
統
廃
合
と
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入

な
ど
に
よ
り
、
行
政
組
織
の
効
率

性
と
機
能
性
を
高
め
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で

す
。
今
月
号
は
、
新
し
く
ス
タ
ー

ト
す
る
役
場
組
織
の
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

新
た
な
時
代
の

ま
ち
づ
く
り
推
進

　

地
方
分
権
の
推
進
や
市
町
村
合

併
、
三
位
一
体
改
革
な
ど
、
今
、

地
方
は
新
た
な
行
政
需
要
に
対
す

る
新
し
い
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
町
で
は
こ
れ
ら
の
課

題
解
決
の
た
め
、
広
域
行
政
に
関

す
る
研
究
会
や
全
世
帯
へ
の
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
、
町
民
懇
談
会
な
ど

の
ほ
か
、
行
財
政
改
革
の
推
進
と

し
て
、
今
回
の
行
政
改
革
大
綱
の

見
直
し
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
組
織
改
編
も
そ
の
一
つ

で
、
こ
れ
ま
で
の
慣
行
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
新
た
な
時
代
の

潮
流
を
つ
か
み
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
事
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

さ
ら
に
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

第
二
次
行
政
改
革
大
綱「
実
施
計

画
」を
受
け
て
、
行
政
組
織
内
部

の
改
革
と
し
て
、
上
の
図
の
と
お
り
、

町
長
部
局
は
こ
れ
ま
で
の
８
課
を
６

課
に
、
教
育
委
員
会
部
局
は
２
課

が
１
課
に
統
廃
合
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
従
来
の「
係
制
」を
廃
止

し
、「
グ
ル
ー
プ
制
」を
導
入
、
こ

れ
ま
で
設
置
し
て
い
た
課
長
補
佐

と
係
長
の
職
名
も
廃
止
さ
れ
、
新

た
な
人
事
組
織
で
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
組
織
改

編
で
は
、
組
織
内
の
柔
軟
性
と
職

員
の
機
動
性
を
発
揮
で
き
る
よ
う

配
慮
し
た
も
の
で
、
所
管
事
務
を

管
理
す
る
課
長
と
新
た
に
設
置
さ

れ
た「
グ
ル
ー
プ
長
」の
職
務
が
重

要
と
な
り
ま
し
た
。

行
財
政
の
ス
リ
ム
化
へ

　
８
課
を
６
課
に

　

町
が
少
子
化
対
策
の
一
つ
と
し

て
進
め
て
い
る
「
子
育
て
支
援
事

業
」
で
は
、
鏡
石
保
育
所
の
分
園

が
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
４
月
１

日
に
開
園
し
ま
す
。

　

こ
の
開
園
に
よ
り
、
待
機
児
童

の
解
消
が
図
ら
れ
、
子
育
て
の
環

境
が
さ
ら
に
充
実
し
ま
す
。

　

ま
た
、
経
費
面
の
削
減
で
は
、

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
や
出
張
旅

費
が
見
直
さ
れ
、
ス
リ
ム
化
に
向

け
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

鏡石町長　木 賊 政 雄

鏡
石
保
育
所
分
園

　
４
月
１
日
開
園

課名
電話番号
（0248）

問い合わせ内容

議会事務局 �62－2110 議会運営全般

総　務　課
�62－2111
I62－6553

財政、人事、文書管理、自治振興、行
政改革、情報公開、選挙、消防防災、
交通安全、防犯、総合計画、町営住宅、
高度情報化、広域行政、広報広聴、統
計調査、国際交流など

税務町民課 �62－2112

戸籍、住民登録、印鑑登録、外国人登録、
人権、消費者保護、国民健康保険、国
民年金、老人医療、町民税、固定資産税、
軽自動車税、国保税、税の証明など

出　納　室 �62－2113 公金の収入・支出など

都市建設課 �62－2116

都市計画、建築確認申請、公園整備、
街路事業、屋外広告物、駅東開発、区
画整理、道路河川管理、農業土木、災
害復旧、治水など

産　業　課 �62－2118
農政、林業、畜産、商工、観光、結婚
相談所、ふれあいの森、ほ場整備事業、
地域振興、企業誘致など

農業委員会
事　務　局

�62－2146
農地の売買・賃借及び転用等の許可、
農業者年金

収
　
　
入
　
　
役 

総
務
グ
ル
ー
プ 

企
画
財
政
グ
ル
ー
プ 

税
務
グ
ル
ー
プ 

町
民
グ
ル
ー
プ 

健
康
グ
ル
ー
プ 

農
政
グ
ル
ー
プ 

振
興
グ
ル
ー
プ 

事
業
グ
ル
ー
プ 

都
市
計
画
グ
ル
ー
プ 

下
水
道
グ
ル
ー
プ 

上
水
道
グ
ル
ー
プ 

上
下
水
道
課 

都
市
建
設
課 

産
　
業
　
課 

健
康
福
祉
課 

税
務
町
民
課 

総
　
務
　
課 

教

育

委

員

会

 

教
育
長 

水
道
事
業
管
理
者 

助
　
役 

町
　
長 

保
　
育
　
所 

児
　
童
　
館 

公
　
民
　
館 

体
育
施
設
等
管
理
事
務
所 

図
　
書
　
館 

幼
　
稚
　
園 

小
　
学
　
校 

中
　
学
　
校 

教
育
グ
ル
ー
プ 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ 

福
祉
グ
ル
ー
プ 

事
務
局 

事
務
局 

事
務
局 

事
務
局 

事
務
局 

出
納
室 

議
　
　
　
　
　
会 

農

業

委

員

会

 

選
挙
管
理
委
員
会 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会 

監
　
査
　
委
　
員 

教
育
課 

健康福祉課
( 勤労青少年

ホーム )

�62－2115
I62－6019

児童･母子･障害者･高齢者福祉、児童手
当、生活保護、民生委員、墓地、保健指導、
母子保健、犬の登録、介護保険、公害
対策、環境美化など

上下水道課
�62－2348
�62－2119
I62－7157

上水道、公共下水道、農業集落排水、
合併処理浄化槽など

教
育
委
員
会

教育課
�62－3459
I62－2190

教育委員会、学校･幼稚園、育英資金貸
付、社会教育、生涯学習、文化財、人
材バンク、出前講座、体育振興、スポー
ツ少年団など

公民館
�62－2031
I62－2190

学級講座、文化祭、芸能音楽祭、文化
講演会など

鏡石町保健センター �62－2220  鏡石中学校 �62－2015

成田保健センター  �62－4323  鏡石第一小学校 �62－2006

社会福祉協議会  �62－6428  鏡石第二小学校 �62－2033

老人福祉センター �62－2629  図書館 �62－1288

シルバー人材センター �62－7171  鏡石幼稚園 �62－3772

ふれあいの森 �83－2381  成田幼稚園 �62－4323

構造改善センター �62－3681  鏡石保育所 �62－2513

鳥見山陸上競技場 �62－7636  鏡石保育所分園 �62－3991

鳥見山体育館 �62－6527  児童館 �62－7278

町民プール「すいすい｣ �62－1045  学校教育相談室  �62－1055

鏡石駅 �62－2014

各課の主な業務・電話番号

★庁舎外事務所



☆ ★

　　本　町

三本木 智 香さん

………○

町民
　リレー

税務町民課では、毎週金曜日、午後７時15分まで窓口業務（証明書発行）を延長しています役場窓口延長業務

情
報

「
す
こ
や
か
リ
ハ
ビ
リ

教
室
」参
加
者
募
集

210

智香さん（中央）と秀貴くん（右）と愛香ちゃん（左）

　「５年前に結婚を機に須賀川市から越し

てきました。鏡石は、牧場の朝のイメージ

と同じでのどかなところだと思いました。」

と話す三本木さんは、現在２児のお母さん

で、毎日楽しみながら、子育てをしている

そうです。

　そんな、三本木さんが日々心がけている

ことは、病気にならないこと。子どもが大

きくなったら、一緒に水泳やジョギングを

して体力づくりをしたいと思っているそう

です。

　最後にまちづくりについて尋ねると、「町

民プールのような、子どもと大人が一緒に

楽しめる施設がもっとあるといいですね。」

と話していました。

◇　◇　◇　◇　◇

　次回は、岡ノ内の穗積　徹さんにリレーし
ます。

http://www.town.kagamiishi.fukushima.jp/鏡石町ホームページ

広報かがみいし　平成16年４月号 広報かがみいし　2004年４月号

　

参
加
希
望
者
は
、
町
役
場
に

午
前
６
時
ま
で
集
合
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
本
会
で
は
会
員
の
登

録
制
を
取
り
随
時
受
付
け
て
お
り

お
は
よ
う
歩
こ
う
会

参
加
者
募
集

　

お
は
よ
う
歩
こ
う
会（
影
山
富

祥
会
長
）で
は
、
今
年
も
次
に
よ

り「
歩
こ
う
会
」を
行
い
ま
す
。

　

肥
満
を
ふ
せ
ぎ
健
康
を
維
持
す

る
た
め
に
は
毎
日
歩
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
歩
く
習
慣
を
つ
く
る
た

め
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

脳
卒
中
や
骨
折
、
そ
の
他
の
障

害
な
ど
で
、
在
宅
リ
ハ
ビ
リ
に
励

ん
で
お
ら
れ
る
40
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
、
次
の
と
お
り「
す
こ
や
か

リ
ハ
ビ
リ
教
室
」を
開
催
い
た
し

ま
す
。

h
内
　
容　

リ
ハ
ビ
リ
体
操
や
陶

芸
、
季
節
行
事
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
。

h
期
　
間　

５
月
〜
11
月
ま
で

の
間
、
年
10
回
開
催
し
ま
す
。

h
場
　
所　

町
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
ほ
か

h
参
加
費　

年
間
５
百
円

h
問
い
合
わ
せ
・
参
加
申
込
み

　

町
健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　

�
62｜

２
１
１
５

89

ま
す
。

h
問
い
合
わ
せ
先

お
は
よ
う
歩
こ
う
会（
影
山
富
祥

会
長
宅
）　

�
62｜

３
３
７
４

　

須
賀
川
・
岩
瀬
地
方
で
生
産
さ

れ
て
い
る
春
の
鉢
物
・
枝
物
な
ど

を
一
堂
に
集
め
、
鉢
物
・
枝
物
の

展
示
・
即
売
会
を
次
の
と
お
り
開

催
い
た
し
ま
す
。

h
日
　
時　

４
月
24
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

h
場
　
所　
「
は
た
け
ん
ぼ
」

　
　
　
　
　

須
賀
川
市
卸
町
５
４

h
内
　
容　

鉢
物
・
枝
物
の
展
示
、

花
の
即
売
、
春
の
寄
植
え
教
室

h
問
い
合
わ
せ
先

す
か
が
わ
岩
瀬
品
評
会
実
行
委
員

会
（
須
賀
川
市
役
所
農
政
課
）

�
75｜

１
１
１
１（
内
線
３
６
３
）

図
書
館
だ
よ
り

h
読
み
聞
か
せ
会

b
日
　
時　

４
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら

b
内
　
容　

か
み
し
ば
い
「
お
や

ゆ
び
ひ
め
」

h
子
ど
も
映
画
会

b
日
　
時　

４
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

b
上
演
作
品
『
ド
ラ
え
も
ん
の
び

太
と
夢
幻
三
剣
士
』

h
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ナ
ー

b
テ
ー
マ
は
『
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
』

で
す
。

※
図
書
貸
出
用
の
手
さ
げ
袋
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
返

却
忘
れ
の
袋
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

図
書
館
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
複
数
の
本
を
借
り
る
方

は
袋
を
ご
持
参
く
だ
さ
る
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

鉢
物
・
枝
物
展
示
会

の
お
知
ら
せ

　町では次の日程で、集団検診（子宮けいがん・乳がん・骨粗しょう症検診）を実
施いたします。通知が届いていない方で受診を希望される方は、町健康福祉課
へご連絡ください。
h日　　時
b５月11日（火）　受付時間　午前９時～10時および午後１時～１時30分
b５月14日（金）　　 〃　　　午後１時30分～２時
　　　　　　　　　　　　　（14日（金）は午後のみ実施します。）
h実施場所　町公民館
h内　　容

　　５月 11日と 14日

女性検診を実施します

月日 目的地
歩行

キロ数
月日 目的地

歩行
キロ数

４・11
（日）

鏡石神社・岩瀬牧場 ４
７・11
（日）

鏡田鍋田の碑 ４

４・25
（日）

福島市花見山散策
（バス利用）

３
８・８
（日）

笠石熊野神社
久来石平太仏

５

５・９
（日）

高久田鹿島神社 ５
９・12
（日）

土湯森林公園
きぼっこの森
（バス利用）

４
５・22
（土）

あらまウォーキング
（鳥見山公園）

４

6・13
（日）

深内江泉舘 7
10・17
（日）

仁井田八幡神社
磨崖仏・雷神様

３

７・３
（土）

第 18 回ファミリーふれあ
いウォーキング（鳥見山）

3
県民歩け歩け

健康ウォーキング

おはよう歩こう会予定表

「

」

　
　
　
　 ｜

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

｜

　

４
月
６
日（
火
）か
ら
15
日（
木
）

ま
で
の
10
日
間
、「
ま
だ
い
け
る

も
う
大
丈
夫
は　

も
う
危
険
」を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に「
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
で
は
、
①
自
転
車
の

安
全
利
用
の
推
進
、
②
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底
、③
飲
酒
運
転
・

速
度
超
過
な
ど
悪
質
・
危
険
な
運

転
の
追
放
の
３
つ
を
重
点
項
目
に

定
め
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
15
年
中
の
県
内
の
自
転

車
乗
車
中
に
お
け
る
交
通
事
故
死

傷
者
数
は
２
，
０
８
４
人
で
、
全

体
の
約
10
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
次
の
こ

と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

b
夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
点
灯
し

周
囲
か
ら
自
分
の
存
在
が
わ
か
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

b
二
人
乗
り
や
傘
差
し
運
転
な
ど

危
険
な
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

b
ブ
レ
ー
キ
の
き
き
具
合
や
ラ
イ

ト
の
点
灯
状
態
な
ど
日
常
点
検
・

整
備
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
15
年
中
の
県
内
の
自
動

車
乗
車
中
に
お
け
る
交
通
事
故
死

者
数
95
人
の
う
ち
64
人
の
方
が

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
う
ち
の
42

人
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て

い
れ
ば
死
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
が
自
分
の
手
と
足
で
支
え
ら

れ
る
の
は
、
時
速
７
㎞
で
衝
突
し

た
と
き
の
衝
撃
ま
で
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
車
の
乗
車
時
は
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
３
月
に
入
り
、
県
内
で

は
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す

ぎ
、
飲
酒
運
転
等
の
悪
質
違
反
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
死
亡

事
故
件
数
の
約
６
割
が
こ
の
よ
う

な
悪
質
違
反
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
交

通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

安
全
点
検
・
整
備
を

忘
れ
ず
に

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は

あ
な
た
を
守
る
命
綱

行
政
別
区
別
交
通
事
故
防
止

コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
中

　

町
交
通
対
策
協
議
会
で
は
、
１

月
１
日
〜
12
月
31
日
ま
で
の
１

年
間
、
行
政
区
別
交
通
事
故
防
止

コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
各
行
政

区
の
地
域
に
発
生
し
た
交
通
事
故

に
つ
い
て
、
発
生
件
数
、
人
口
、

面
積
等
に
よ
り
事
故
率
を
算
出
し

点
数
を
競
い
ま
す
。

　

成
績
優
秀
な
行
政
区
は
、
交
通

対
策
協
議
会
定
例
会
で
表
彰
い
た

し
ま
す
の
で
、
地
域
一
丸
と
な
り

交
通
安
全
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

h
問
い
合
わ
せ
先

町
総
務
課　

�
62｜

２
１
１
１

医療機関名　　仁保小児科医院
所　在　地　　鏡沼214
電 話 番 号　　�92－3335
受 付 曜 日
月火木金　９時～12時／ 15時～18時30分
　 水　　 ９時～12時
　 土 　　９時～12時／ 15時～17時30分
そ　の　他　　電話による予約制です。

検　診　名 対　象　者 個人負担金 注意事項
子宮けいがん検診 25 歳以上の女性 600 円

個人負担金につき

ましては、今年度

か ら 70 歳 以 上 の

方も同額徴収とな

りますのでご注意

ください。

乳がん（マンモグ

ラフィ・視触診）

検診

50 歳以上の女性（対象と
なるのは２年に１回、100
名までの人数制限がありま
すので、電話でお申し込み
ください。)

1,000 円

骨粗しょう症検診
25 歳以上の女性および 40

歳以上の男性
400 円

申し込み・問い合わせ先　町健康福祉課　�62 － 2115

個別予防接種指定医療機関
追加のお知らせ
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毎週金曜日 19 時～　鏡石町営鳥見山体育館よさこい踊り練習日
４月４日（日）、20日（火）　午後１時30分～３時30分まで　町勤労青少年ホームで開催町民相談日程

４月の情報カレンダー
 

日 月 火 水 木 金 土
４
b町内一斉清掃　

6：00～
b心配ごと相談
　13：30～
　勤青ホ

５
b保育所入所式

６
b春の全国交通安全
運動（15日まで）
b鏡石一小・二小入
学式
b鏡石中学校入学
式

７
b町体育協会総会　 
　19：00～
　公民館大研修室
b健康ヨーガ学習会
　9：30～11：00
　鏡保セ

８
b鏡石・成田幼稚園
　入園式
b成田健康相談
　11：00～12：00

９
b町スポーツ少年

団本部結団式並
びに総会

　17：30～
　公民館大研修室

10

11
bおはよう歩こう会
　6：00～
　鏡石神社
　岩瀬牧場

12 13
b児童館歓迎会
b気功体操教室
　13：30～15：00
　鏡保セ

14
b３歳児健康診査
　13：15～
　鏡保セ
b健康ヨーガ学習会
　9：30～11：00
　鏡保セ

15
b成田健康相談
　11：00～12：00

16 17
b読み聞かせ会
　10：30～
　図書館

18 19
bよちよちクラブ
　開講式
　10：00～
　鏡保セ

20
b心配ごと相談
　13：30～
　勤青ホ
bポリオ予防接種
　13：15～14：00
　鏡保セ

21
b３～４か月児
　健康診査
　13：30～
　公立岩瀬病院
b健康ヨーガ学習会
　9：30～11:00
　鏡保セ

22
b狂犬病予防注射
　各行政区
bピヨピヨクラブ
　開講式
　10：00～
　児童館
b成田健康相談　
　11：00～12：00

23
b狂犬病予防注射
　各行政区

24
bこども映画会
　13：30～
　図書館

25
bおはよう歩こう会
　8：00出発
　福島市花見山公  

園散策
　（バス利用）

26 27
b気功体操教室
　13：30～15：00
　鏡保セ

28
b健康ヨーガ学習会
　9：30～11：00
　鏡保セ

29
bみどりの日

30 ５月

１

５月

２
b心配ごと相談　 
　13：30～
　勤青ホ

３
b憲法記念日

４
b国民の休日
燃えるゴミ特別収
集日（通常どおり実
施します）

５
b子どもの日

６
b成田健康相談　
　11：00～12：00

７
b１・２ 歳 児 健 康

相談
　9：30～
　鏡保セ

８

（16. 2. 29 現在）

　　火　災    ２件　（４）

　　救　急   54 件　（70）

（　）は前年同期の件数

～ その油断　火から炎へ　災いへ ～

（全国統一防火標語）

b軽自動車税 （平成16年度分）
b固 定 資 産 税　　１期
b上下水道使用料　２・３月分
の納入期限は４月30日（金）です。

◇　◇　◇　◇　◇

下記の金融機関での口座振替が便利です。
すかがわ岩瀬農協鏡石支店・須賀川信用金庫各
店・東邦銀行各店・大東銀行須賀川支店・福島県商
工信用組合鏡石支店・鏡石郵便局

（16. 3. 1 現在）

                12,761人（＋１）

                6,249 人（＋４）

                6,512 人（－３）

             3,867 世帯（＋７）

（　）は前月との比較

pkp}0�eQ`%NﾋeE� 今 月 の 納 税� N�S‾0hN�^/ep� 交 通 事 故 

 地区 赤ちゃん お父さん お母さん

 笠　石 藤 島 由
ゆ か

佳 和 行 絵　美

 〃 玉 木 　 遥
はるか

雅　人 多 恵

 〃 佐々木陽
はる

斗
と

宏 典 笑 子

鏡石４ 後 藤 凌
り お

生 進 也 郁 恵

 鏡　田 山野辺翔
しょう　と

人 弘　和 意美子

〃  山野辺琉
るい

人
と

弘 和 意美子

 鏡　田 秋 月 理
り 　 き

希 美　海 ル　ミ

高久田 味 戸 　 蓮
れん

泰 憲 美 香

 成　田 髙 原 美
み ほ

穂 勝 明 里 美

さかい 添 田 知
とも

希
き

嘉 清 重 子

 地区 花むこさん 花よめさん

久来石 鈴 木 　 茂 （佐藤）芳　江

笠　石 吾 妻 陽 一 （根本）　歩　

成　田 会 田 真 助 （古川）真　未

豊　郷 渡 辺 光 徳 （近藤）広　美

旭　町 加 藤 和 樹 （斎藤）君　江

さかい 小 針 浩 美 （古川）幸　代

 地区 氏　名 年齢

鏡石３ 小 林 　 勝 68

仁井田 滝 田 美 奈 江 95

鏡　田 齋 藤 友 右 衛 門 82

　〃 三 浦 　 武 74

　〃 滝 田 セ キ 90

 成　田 吉 田 岩 三 84

お　い　わ　い

よ　ろ　こ　び

か　な　し　み

狂
犬
病
予
防
注
射
を

忘
れ
ず
に

　

２
月
下
旬
に
小
栗
山
地
内
の
海

ノ
窪
池
付
近
で
悪
質
な
不
法
投
棄

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

不
法
投
棄
を
し
た
場
合
、
法
律

で
厳
し
い
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ご
み
は
、
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル

を
守
り
指
定
さ
れ
た
場
所
に
出
す

よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
民
の
方
で
不
審
者
を

見
つ
け
た
方
は
次
の
所
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

h
問
い
合
わ
せ
先　

町
健
康
福
祉

課　

�
62｜

２
１
１
５

不
法
投
棄
は

絶
対
に
し
な
い
で

　「息子さんに税金を還付するので連絡
先を教えて欲しい」など、最近税務署職
員などを装い勤務先や口座番号など個人
情報を聞きだす不審な電話が相次いでい
ます。
　不審な点がある時は、即答せずに折り
返し税務署にお問い合せください。
h問い合わせ先
　須賀川税務署　� 75―2194

（16. 2. 29現在）

  件　数    14件    （14）

  死　者    １人    （０）

  傷　者    17人    （17）

（　）は前年同期の件数

～死亡事故０日数　42日～

広報かがみいし　2004年４月号広報かがみいし　平成16年４月号

不審な電話に注意
してね！

※勤青ホ＝勤労青少年ホーム　　鏡保セ＝鏡石保健センター　　　　　　※行事などの日程や会場は都合により、変更になる場合があります。

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後

91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
は
毎
年

１
回
、
狂
犬
病
の
予
防
注
射
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
下
表
の
と
お
り
狂
犬

病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、当
日
都
合
の
悪
い
方
は
、

後
日
最
寄
り
の
獣
医
師
さ
ん
で
、

予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
飼
い
犬
が
死
亡
・
行
方

不
明
等
の
場
合
は
健
康
福
祉
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

h
料
　
金

b
登
録
料
（
新
規
の
犬
の
み
・
生

涯
１
回
）　
　
　
　

３‚
０
０
０
円

b
予
防
注
射
料　
　
３‚
１
０
０
円

h
注
意
事
項

①
会
場
に
は
、
犬
を
制
止
で
き
る

人
が
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

②
次
の
場
合
は
、
予
防
注
射
を
受

け
る
前
に
、
獣
医
師
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

イ　

犬
が
病
気
に
か
か
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
と
き

ロ　

予
防
注
射
で
シ
ョ
ッ
ク
な

ど
の
副
反
応
を
お
こ
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
犬

ハ　

妊
娠
初
期
又
は
末
期
の
と
き

ニ　

１
か
月
以
内
に
、
ほ
か
の
予

防
注
射
を
受
け
て
い
る
と
き

h
問
い
合
わ
せ
先　

町
健
康
福
祉

課　

�
62｜

２
１
１
５

慶弔 ２月受付分

実施
月日 実施場所 時　　間

4月
22日（木）

久来石転作センター 午前38：50～39：20

笠 石 防 災 セ ン タ ー 〃 39：30～10：00

旭 町 公 民 館 〃 10：10～10：40

豊郷構造改善センター 〃 10：50～11：10

成 田 保 健 セ ン タ ー 〃 11：20～11：50

北 町 地 区 集 会 所 午後31：00～31：20

桜 町 俵 井 集 会 所 〃  31：30～31：50

南高久田多目的集会所 〃 32：00～32：20

鏡 田 転 作 セ ン タ ー 〃 32：30～33：00

高久田多目的集会所 〃  33：10～33：30

深 内 多 目 的 集 会 所 〃  33：40～34：00

大 池 団 地 集 会 所 〃 34：10～34：30

仁井田多目的集会所 〃  34：40～35：00

23日（金）

不時沼（タコ）遊園地 午前35：00～39：50

さ か い 集 会 所 〃 10：00～10：20

鏡 石１ 区 集 会 所 〃 10：30～11：00

狂犬病予防注射実施日程表

きれいな自然を守ろうね！
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　平成15年度鏡石中学校の卒業式が、３

月12日（金）に行われ、男子69名、女子66

名の計135名が、思い出深い学び舎をあと

にしました。

今月の内容
d2・3 16年度予算決まる

d4 新年度の主要事業

d5 町職員人事

d6・7 新行政組織がスタート

祝　中学校卒業

諸
根
正
光
さ
ん
が
推
選
入
賞

＝
２
０
０
４
か
が
み
い
し
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
＝

マイタウンニュース

　

３
月
23
日（
火
）、
午
後
４
時

か
ら
町
役
場
第
一
会
議
室
に
お
い

て
、
２
０
０
４
か
が
み
い
し
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
も「
か
が
み
い
し
の
四
季
」

を
テ
ー
マ
に
、
県
内
外
か
ら

１
５
８
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
推
選
に

諸
根
正
光
さ
ん
の
作
品「
ア
ヤ
メ

の
中
で
」が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
作
品
に
つ
き
ま
し

て
は
、
４
月
29
日（
木
）か
ら
５
月

９
日（
日
）ま
で
町
図
書
館
に
お
い

て
展
示
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。　
　
（
敬
称
略
）

推
選　

諸
根
正
光（
須
賀
川
市
）

特
選　

佐
藤　

弘（
西
郷
村
）

　
　
　

鈴
木
隆
二（
鏡
石
町
）

　
　
　

森
尾
一
富（
鏡
石
町
）

入
選　

佐
藤　

森（
郡
山
市
）

　
　
　

橋
本　

保（
鏡
石
町
）

　
　
　

伊
藤
松
男（
郡
山
市
）

　
　
　

橋
本
欣
也（
鏡
石
町
）

　
　
　

伊
東
新
一（
伊
達
町
）

佳
作　

佐
藤　

修（
須
賀
川
市
）

　
　
　

丹
野　

孝（
い
わ
き
市
）

　
　
　

熊
田
行
雄（
鏡
石
町
）

　
　
　

佐
浦
元
泰（
鏡
石
町
）

　
　
　

佐
々
木
正
志（
郡
山
市
）

努
力
賞

　
　
　

鈴
木
孝
一（
三
春
町
）

　
　
　

安
部　

博（
福
島
市
）

　
　
　

菅
野
勝
明（
川
俣
町
）

　
　
　

関
根
松
美（
須
賀
川
市
）

　
　
　

内
山
英
雄（
鏡
石
町
）

　
　
　

高
林
敏
夫（
鏡
石
町
）

　
　
　

円
谷
多
一（
鏡
石
町
）

　
　
　

十
文
字
国
勝（
須
賀
川
市
）

　
　
　

佐
藤
義
和（
鏡
石
町
）

　
　
　

北
見
満
枝（
鏡
石
町
）

�
問
い
合
わ
せ
先

　

町
産
業
課　

�
62｜

２
１
１
８

　

町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
が
主
催

す
る「
男
の
料
理
教
室
」が
、
３
月

１
日
か
ら
22
日
ま
で
の
毎
週
月
曜

日
、
午
後
７
時
か
ら
町
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

料
理
教
室
に
は
、
20
代
か
ら

80
代
の
男
性
約
20
名
が
参
加
し
、

「
食
彩
工
房
花
の
木
」を
経
営
し
て

い
る
仲
沼
勝
美
さ
ん
か
ら
、
家
庭

で
で
き
る
簡
単
料
理
を
学
び
ま
し

た
。

　

３
月
15
日
に
行
わ
れ
た
、
第

３
回
の
教
室
で
は
、「
甘
酢
あ
ん

か
け
の
肉
ダ
ン
ゴ
」・「
さ
ん
ま
の

つ
み
れ
汁
」・「
鮭
と
野
菜
の
ク

リ
ー
ム
煮
」の
３
品
を
作
り
ま
し
た
。

　

普
段
着
慣
れ
な
い
エ
プ
ロ
ン
を

身
に
付
け
た
参
加
者
は
、
テ
キ
ス

ト
を
見
た
り
、
仲
沼
さ
ん
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
た
り
し
な
が
ら
、
食

材
へ
の
熱
の
加
え
方
や
魚
の
お
ろ

し
方
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

プ
ロ
顔
負
け
の
腕
前
目
指
し

＝
男
の
料
理
教
室
＝

入
所
者
の
た
め
に
草
む
し
り

　
　
　
＝
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
＝

　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
３
月
17
日（
水
）
午
前
９
時

か
ら
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鏡

石
ホ
ー
ム
を
訪
れ
、
除
草
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
33
名
の
会
員
の
方
が

参
加
し
、
約
２
時
間
に
わ
た
っ
て

玄
関
前
の
花
壇
や
建
物
周
辺
の
雑

草
を
と
り
、
周
辺
の
環
境
美
化
に

努
め
ま
し
た
。

　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
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会員のみなさんお疲れさまでした

見事な包丁さばき

諸根さんの作品「アヤメの中で」
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